
林業労働力の確保の
促進に関する基本方針の

変更について
林野庁 経営課 林業労働・経営対策室

はじめに
林業労働力の確保の促進に関する法律（以下「労確法」という。）では、

農林水産大臣及び厚生労働大臣は、都道府県が定める林業労働力の確保の
促進に関する基本計画の指針となる林業労働力の確保の促進に関する

基本方針（以下「基本方針」という。）を定めるとともに、
情勢の推移により必要が生じたときは、基本方針を変更することとしています。

　この度、平成22年に策定した基本方針について、
林政審議会及び労働政策審議会への諮問・答申を

踏まえて変更を行いましたので、
その概要について紹介します。

はじめに
林業労働力の確保の促進に関する法律（以下「労確法」という。）では、

農林水産大臣及び厚生労働大臣は、都道府県が定める林業労働力の確保の
促進に関する基本計画の指針となる林業労働力の確保の促進に関する

基本方針（以下「基本方針」という。）を定めるとともに、
情勢の推移により必要が生じたときは、基本方針を変更することとしています。

　この度、平成22年に策定した基本方針について、
林政審議会及び労働政策審議会への諮問・答申を

踏まえて変更を行いましたので、
その概要について紹介します。
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図１ 森林・林業基本計画における
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資料：厚生労働省「業種別死傷年千人率」
注）死傷年千人率とは、労働者1000人あたり１年間に発
生する労働災害

図２ 労確法に基づく認定事業主数の推移

図３ 月給制の割合の推移図４ 社会保険等の加入状況

資料：林野庁調べ

資料：H21,H26,R1 の値は「森林組合統計」
　　　認定事業主の値は林野庁調べ

資料：森林組合統計。建設業は「公共事業労務費調査」
　　　認定事業主は林野庁調べ
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１
．
基
本
方
針
変
更
の
背
景

　
前
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
に
変
更
さ
れ
て

以
来
10
年
以
上
が
経
過
し
、
林
業
経
営
体
や
林
業
労
働
者

を
取
り
巻
く
情
勢
に
も
変
化
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
人
工
林
資
源
の
充
実
を
背
景
に
主
伐
へ
の
対
応

や
伐
採
後
の
再
造
林
の
推
進
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
、

ス
マ
ー
ト
林
業
や
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
普
及
、
伐
採
と
造

林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
新
た
な
技
術
へ
の

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
労
働
災
害
は
未
だ
他
産
業
の
10
倍
を
超
え
る
極
め

て
高
い
発
生
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
昨
年
６
月
に
変
更
さ
れ
た

森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
は
、
再
造
林
の
推
進
や
新
た
な

技
術
の
導
入
の
推
進
、
労
働
災
害
発
生
率
の
半
減
に
向
け

た
労
働
安
全
対
策
の
強
化
（
図
１
）
を
掲
げ
ま
し
た
。
加

え
て
、
政
府
全
体
と
し
て
「
人
へ
の
投
資
」
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
今
般
、
基
本
方
針

に
所
要
の
変
更
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２
．
前
基
本
方
針
に
基
づ
く
成
果
と
課
題

　
前
基
本
方
針
に
基
づ
く
取
組
等
に
よ
り
、
林
業
労
働
者

の
雇
用
管
理
の
改
善
及
び
事
業
の
合
理
化
を
促
進
す
る
意

欲
及
び
能
力
を
備
え
た
認
定
事
業
主
（
労
確
法
に
基
づ
き

都
道
府
県
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
）
は
、
平
成
22
年
の

１
，９
０
４
者
か
ら
令
和
２
年
に
は
２
，２
３
４
者
に
増
加（
図

２
）
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
年
雇
用
化
や
月
給
制
の
導

入
（
図
３
）、
社
会
保
険
等
の
加
入
（
図
４
）
も
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
労
働
災
害
も
減
少
傾
向
で
推
移
し
、
雇
用
管

理
の
改
善
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
林
業
労
働
者
の
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
し
て
は
、「
緑

の
雇
用
」
事
業
に
よ
る
取
組
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら

令
和
３
年
度
末
ま
で
に
1.1
万
人
を
超
え
る
新
規
就
業
者
に

対
す
る
研
修
を
実
施
し
（
図
５
）、
前
基
本
方
針
の
柱
で
あ

っ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
は
、
現
場
作
業
の
要
と
な

る
現
場
責
任
者
等
を
約
５
千
人
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
25
年
度
よ
り
開
始
し
た
林
業
大
学
校
等
で
学
ぶ

学
生
へ
の
給
付
金
に
よ
る
支
援
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
ま

で
に
約
１
千
人
を
林
業
へ
の
就
業
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た

（
図
６
）。
さ
ら
に
、
平
成
24
年
度
よ
り
開
始
し
た
施
業
集

約
化
を
担
う
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
支
援

を
通
じ
て
約
2.5
千
人
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
加
え
、
路
網
の
整
備
や
高
性
能
林
業

機
械
の
導
入
等
も
進
み
、
木
材
の
国
内
生
産
量
は
、
令
和

２
年
に
は
平
成
22
年
の
1.6
倍
に
当
た
る
３
，１
１
５
万
㎥
に

増
加
す
る
と
と
も
に
、
主
間
伐
と
も
に
生
産
性
が
向
上
し
、

林
業
労
働
者
の
所
得
も
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
成
果
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
林
業
労
働
者

を
雇
用
す
る
林
業
経
営
体
は
未
だ
小
規
模
・
零
細
な
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、
ま
た
、
林
業
労
働
者
の
所

得
を
は
じ
め
と
し
た
労
働
条
件
や
労
働
安
全
の
確
保
等
と

い
っ
た
雇
用
環
境
に
つ
い
て
は
、
未
だ
他
産
業
に
及
ば
な

い
状
況
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
７
）。
林
業
労
働
力

の
確
保
を
図
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
雇
用
環
境
の
改
善

に
努
め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
林
業
労
働
力
の
確
保
の
課
題

　
我
が
国
の
人
工
林
資
源
が
充
実
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
国

産
材
の
安
定
供
給
に
対
す
る
木
材
産
業
等
の
期
待
の
高
ま

り
に
対
し
て
、
林
業
が
こ
れ
に
的
確
に
応
え
る
こ
と
に
よ

り
、
木
材
利
用
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
や
炭
素

貯
蔵
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
パ
リ
協
定
下
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
の
み
な
ら
ず
、
社

会
経
済
生
活
の
向
上
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与

す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
も
重

要
で
す
。

　
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
人
工
林
資
源
の
循
環
利
用

を
図
る
た
め
に
は
、
木
材
生
産
を
担
う
労
働
者
と
と
も
に
、

特
に
減
少
傾
向
に
あ
る
再
造
林
・
保
育
を
担
う
労
働
者
の

確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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図５ 林業の新規就業者数の推移
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図６ 緑の青年就業準備給付金による林業就業支援

資料：林野庁業務資料

図７ 全産業と林業従事者の年間平均給与

資料：民間給与実態統計調査（H29）、林野庁業務資料
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伐
採
後
の
再
造
林
の
推
進
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課
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と
な
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て
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こ
と
、

ス
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林
業
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、
伐
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林
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一
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業
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努
め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
林
業
労
働
力
の
確
保
の
課
題

　
我
が
国
の
人
工
林
資
源
が
充
実
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
国

産
材
の
安
定
供
給
に
対
す
る
木
材
産
業
等
の
期
待
の
高
ま

り
に
対
し
て
、
林
業
が
こ
れ
に
的
確
に
応
え
る
こ
と
に
よ

り
、
木
材
利
用
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
や
炭
素

貯
蔵
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
パ
リ
協
定
下
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
の
み
な
ら
ず
、
社

会
経
済
生
活
の
向
上
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与

す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
も
重

要
で
す
。

　
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
人
工
林
資
源
の
循
環
利
用

を
図
る
た
め
に
は
、
木
材
生
産
を
担
う
労
働
者
と
と
も
に
、

特
に
減
少
傾
向
に
あ
る
再
造
林
・
保
育
を
担
う
労
働
者
の

確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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表１ 女性活躍に向けた経営体の取組状況

資料：厚生労働省ホームページ

区　分 林　業 （参考）
建設業

くるみん認定※1

※2

※3

えるぼし認定

一般自主行動計画策定

0

0

17

99

86

2967

※１：次世代育成支援対策推進法に基づき、一般事業主行動計画を
策定した企業のうち、計画に定めた目標を達成し、「子育てサポー
ト企業」として、厚生労働大臣の認定を受けた経営体

※２：女性活躍推進法に基づき、女性の活躍促進に関する状況など
が優良な企業として厚生労働大臣の認定を受けた経営体

※３：次世代育成支援対策推進法に基づき、従業員の仕事と子育て
の両立を図るための雇用環境の整備などの対策について計画を
策定した経営体

図８ 経営体の規模別にみた林業死傷災害発生状況

資料：農林水産省「新たな現場の作業安全対策の実現に
　　向けた調査委託事業報告書」（令和２年度）を一部改変

2,000

1,600

1,200

800

400

0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0

死傷災害件数（H29 ～ R1）
平均年千人率

件数 

1～9人 10～29人 30～49人 50人～

平均年千人率（試算値）

注）平成29年から令和元年に発生した死傷災害3,904件について分析
注）平均年千人率の従事者数は、平成28年経済産業省「経済セ
ンサス活動調査」の調査結果を使用

４
．
基
本
方
針
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
う
し
た
林
業
労
働
力
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
、
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
当
た
っ
て
求
め

ら
れ
る
新
た
な
取
組
等
に
対
応
す
る
よ
う
基
本
方
針
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の

通
り
で
す
。

4.1
　
事
業
主
が
行
う
雇
用
管
理
の
改
善
等
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
事
項

（
１
）　
雇
用
管
理
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

　
新
た
な
基
本
方
針
で
は
、
林
業
労
働
力
の
確
保
に
当

た
っ
て
他
産
業
並
み
の
所
得
の
確
保
や
働
き
方
改
革
な

ど
に
よ
る
労
働
条
件
の
改
善
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に

お
け
る
労
働
災
害
発
生
率
の
半
減
に
向
け
た
労
働
安
全

対
策
の
強
化
の
方
針
を
踏
ま
え
、
新
た
に
「
労
働
安
全

の
確
保
」
の
項
目
を
設
け
、
労
働
安
全
確
保
の
取
組
に

関
す
る
記
述
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
制
定
（
平
成
27
年
法
律
第
64
号
）
や
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
（
令
和

元
年
6
月
施
行
）
等
に
よ
る
政
府
を
挙
げ
た
取
組
に
つ

い
て
、
新
た
に
項
目
を
設
け
、
事
業
主
に
よ
る
取
組
を

促
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア　
労
働
安
全
の
確
保

　
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
等
に
基
づ
く
遵
守
事
項
の

徹
底
に
加
え
、
近
年
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
踏
ま

え
た
安
全
作
業
に
資
す
る
研
修
や
安
全
意
識
の
啓
発
を

促
進
し
、
労
働
災
害
の
発
生
頻
度
が
高
い
小
規
模
な
事

業
主
等
の
安
全
対
策
を
強
化
す
る
（
図
８
）
と
と
も
に
、

伐
倒
技
術
等
の
向
上
に
つ
な
が
る
技
能
検
定
制
度
の
導

入
、労
働
安
全
に
資
す
る
装
備・装
置
等
の
普
及
の
促
進
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
等
に
よ
る
労
働
強
度
の
軽
減

等
を
図
る
ほ
か
、
遠
隔
操
作
・
自
動
操
作
機
械
の
開
発
、

労
働
災
害
発
生
時
の
通
信
手
段
の
確
保
等
に
つ
い
て
新

た
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

イ　
女
性
労
働
者
等
の
活
躍
・
定
着
の
促
進

　
女
性
の
就
業
に
対
す
る
事
業
主
の
意
識
の
見
直
し
を

促
す
観
点
か
ら
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
法
律
を
踏
ま
え
た
一
般
事
業
主
行
動
計

画
策
定
や
「
え
る
ぼ
し
認
定
」
等
の
取
組
を
促
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
ま
た
、
就
業
者
と
就
業
に
関
心
を
有
す
る
者
と
の
交

流
機
会
の
創
出
、
ト
イ
レ
や
更
衣
室
の
整
備
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
の
徹
底
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
就
労
環

境
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ウ　
林
業
分
野
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
促
進

　
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
造
林
作
業
の
ほ
か
山
林

種
苗
生
産
な
ど
の
分
野
で
の
取
組
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、事
業
主
に
よ
る
仕
事
の
切
り
出
し
の
工
夫
等
に

よ
り
障
害
者
雇
用
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

エ　
そ
の
他
の
雇
用
管
理
の
改
善

　
請
負
事
業
が
多
い
林
業
に
お
い
て
は
、
労
働
安
全
衛

生
関
係
法
令
等
の
遵
守
に
不
可
欠
な
経
費
を
は
じ
め
と

す
る
労
務
関
係
諸
経
費
の
確
保
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
コ
ス
ト
上
昇
分
の
適
切
な
価
格
転
嫁
、
適
切
な
工

期
の
設
定
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
、
予
定
価

格
の
適
切
な
設
定
、
施
工
時
期
等
の
平
準
化
、
林
業
労

働
者
へ
の
適
正
な
賃
金
支
払
い
、
労
働
時
間
の
短
縮
等

の
労
働
条
件
の
改
善
に
資
す
る
事
業
の
発
注
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）　
事
業
の
合
理
化
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

　
他
産
業
よ
り
給
与
が
低
い
と
い
っ
た
林
業
労
働
者
の

処
遇
改
善
に
は
、
事
業
主
の
収
益
の
改
善
が
重
要
で
あ

り
、
基
本
方
針
に
お
い
て
も
事
業
の
合
理
化
の
取
組
を

労
働
力
確
保
に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
変
更
で
は
、
生
産
性
の
向
上
の
取
組
と
し
て
、

複
数
の
作
業
や
作
業
工
程
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
る
こ
と
と
し
て
多
能
工
化
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
掲
げ
た
、
伐
採

か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
可

能
と
す
る
「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
基
本

方
針
に
お
い
て
も
項
目
を
設
け
、「
新
し
い
林
業
」
の
実

現
に
必
要
な
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
植
栽
、
伐
採
と
造

林
の
一
貫
作
業
等
の
新
た
な
造
林
技
術
に
関
す
る
知
識

を
持
つ
造
林
手
や
、
レ
ー
ザ
測
量
・Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
高
度
な
森
林
資
源
情
報
等
の
把
握
・
活
用
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
流
通
管
理
等
の
効
率
化
と
い
っ
た

ス
マ
ー
ト
林
業
等
の
技
術
の
活
用
に
必
要
な
知
識
や
技

術
、
技
能
を
持
つ
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
の
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
図
９
）。

4.2
　
そ
の
他
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
重
要

事
項

　
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
そ
の
他
の
重
要

事
項
と
し
て
、
新
た
な
基
本
方
針
で
は
、
多
様
な
担
い
手

の
確
保
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
関
し
て
新
し
く
項
目
を

設
け
て
い
ま
す
。

（
１
）　
地
域
課
題
に
対
応
し
た
多
様
な
担
い
手
の
確
保

　
近
年
、
従
来
の
事
業
主
に
よ
る
労
働
力
の
確
保
に
加

え
、
製
材
工
場
や
木
材
市
場
等
に
よ
る
林
業
へ
の
新
規

参
入
や
林
業
事
業
体
で
一
定
の
経
験
を
持
つ
林
業
労
働

者
に
よ
る
起
業
の
ほ
か
、
地
域
の
林
業
経
営
の
担
い
手

の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
自
伐
型
林
業
や
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
枠
組
み
を
活
用
し
た
取
組
、

地
域
間
の
連
携
等
に
よ
る
林
業
労
働
力
の
確
保
の
動
き

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
再
造
林
の
推
進
等
の
地
域
課
題

へ
の
対
応
、
ま
た
、
林
業
労
働
者
の
裾
野
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
事
業
量
の
変
動
に
も
対
応
し
た
林
業
労
働
力
の

確
保
や
地
域
林
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
担
い
手
の
確
保
に
向

け
た
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）　
外
国
人
材
の
適
正
な
受
入
れ

　
林
業
分
野
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
は
少
な
い
状
況

に
あ
る
も
の
の
、
地
域
に
お
け
る
林
業
労
働
力
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
一
部
の
地
域
や
経
営
体
か
ら
は
外
国
人

材
の
受
入
れ
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
基
本
方
針
に
お
い
て
、
既
に
林
業
の
現
場
で
働

く
技
能
実
習
生
の
雇
用
環
境
の
改
善
の
徹
底
を
図
る
こ

と
と
併
せ
、
国
内
の
人
材
確
保
の
取
組
を
行
っ
た
上
で

な
お
不
足
す
る
労
働
力
の
確
保
に
向
け
て
、
特
定
技
能

制
度
に
基
づ
く
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て
検
討
す

る
旨
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
両
審
議

会
及
び
パ
ブ
コ
メ
で
も
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
外
国
人
材
の
受
入
れ
の
記
述
を
評
価
す
る
意
見
の

ほ
か
、
受
入
れ
に
あ
た
っ
て
の
安
全
面
で
の
課
題
や
国

内
に
お
け
る
林
業
労
働
者
の
就
業
環
境
の
改
善
を
優
先

す
べ
き
と
の
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５
．
終
わ
り
に

　
今
回
の
基
本
方
針
の
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
林
政
審
議

会
及
び
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
、
各
々
３
回
の
審
議

を
経
て
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
方
針
の

変
更
案
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、

広
く
一
般
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
回
変
更
を
行
っ
た
新
た
な
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

林
野
庁
と
し
て
は
、
都
道
府
県
や
林
業
関
係
団
体
等
の
関

係
者
と
の
連
携
に
よ
り
林
業
の
現
場
で
働
く
方
々
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
働
け
る
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の
推
進
・

各
種
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
経
営
体
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
回
の
新
た
な
基
本
方

針
を
踏
ま
え
た
雇
用
改
善
の
取
組
や
事
業
の
合
理
化
の
取

組
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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注）バリューバッキング機能付きハーベスタ
　 （細りの予測から生産価格が高まる径級や長さなどを機械が提案する。）

図9 ＩＣＴハーベスタ

４
．
基
本
方
針
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
う
し
た
林
業
労
働
力
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
、
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
当
た
っ
て
求
め

ら
れ
る
新
た
な
取
組
等
に
対
応
す
る
よ
う
基
本
方
針
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の

通
り
で
す
。

4.1
　
事
業
主
が
行
う
雇
用
管
理
の
改
善
等
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
事
項

（
１
）　
雇
用
管
理
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

　
新
た
な
基
本
方
針
で
は
、
林
業
労
働
力
の
確
保
に
当

た
っ
て
他
産
業
並
み
の
所
得
の
確
保
や
働
き
方
改
革
な

ど
に
よ
る
労
働
条
件
の
改
善
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に

お
け
る
労
働
災
害
発
生
率
の
半
減
に
向
け
た
労
働
安
全

対
策
の
強
化
の
方
針
を
踏
ま
え
、
新
た
に
「
労
働
安
全

の
確
保
」
の
項
目
を
設
け
、
労
働
安
全
確
保
の
取
組
に

関
す
る
記
述
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
制
定
（
平
成
27
年
法
律
第
64
号
）
や
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
（
令
和

元
年
6
月
施
行
）
等
に
よ
る
政
府
を
挙
げ
た
取
組
に
つ

い
て
、
新
た
に
項
目
を
設
け
、
事
業
主
に
よ
る
取
組
を

促
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア　
労
働
安
全
の
確
保

　
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
等
に
基
づ
く
遵
守
事
項
の

徹
底
に
加
え
、
近
年
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
踏
ま

え
た
安
全
作
業
に
資
す
る
研
修
や
安
全
意
識
の
啓
発
を

促
進
し
、
労
働
災
害
の
発
生
頻
度
が
高
い
小
規
模
な
事

業
主
等
の
安
全
対
策
を
強
化
す
る
（
図
８
）
と
と
も
に
、

伐
倒
技
術
等
の
向
上
に
つ
な
が
る
技
能
検
定
制
度
の
導

入
、労
働
安
全
に
資
す
る
装
備・装
置
等
の
普
及
の
促
進
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
等
に
よ
る
労
働
強
度
の
軽
減

等
を
図
る
ほ
か
、
遠
隔
操
作
・
自
動
操
作
機
械
の
開
発
、

労
働
災
害
発
生
時
の
通
信
手
段
の
確
保
等
に
つ
い
て
新

た
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

イ　
女
性
労
働
者
等
の
活
躍
・
定
着
の
促
進

　
女
性
の
就
業
に
対
す
る
事
業
主
の
意
識
の
見
直
し
を

促
す
観
点
か
ら
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
法
律
を
踏
ま
え
た
一
般
事
業
主
行
動
計

画
策
定
や
「
え
る
ぼ
し
認
定
」
等
の
取
組
を
促
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
ま
た
、
就
業
者
と
就
業
に
関
心
を
有
す
る
者
と
の
交

流
機
会
の
創
出
、
ト
イ
レ
や
更
衣
室
の
整
備
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
の
徹
底
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
就
労
環

境
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ウ　
林
業
分
野
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
促
進

　
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
造
林
作
業
の
ほ
か
山
林

種
苗
生
産
な
ど
の
分
野
で
の
取
組
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、事
業
主
に
よ
る
仕
事
の
切
り
出
し
の
工
夫
等
に

よ
り
障
害
者
雇
用
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

エ　
そ
の
他
の
雇
用
管
理
の
改
善

　
請
負
事
業
が
多
い
林
業
に
お
い
て
は
、
労
働
安
全
衛

生
関
係
法
令
等
の
遵
守
に
不
可
欠
な
経
費
を
は
じ
め
と

す
る
労
務
関
係
諸
経
費
の
確
保
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
コ
ス
ト
上
昇
分
の
適
切
な
価
格
転
嫁
、
適
切
な
工

期
の
設
定
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
、
予
定
価

格
の
適
切
な
設
定
、
施
工
時
期
等
の
平
準
化
、
林
業
労

働
者
へ
の
適
正
な
賃
金
支
払
い
、
労
働
時
間
の
短
縮
等

の
労
働
条
件
の
改
善
に
資
す
る
事
業
の
発
注
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）　
事
業
の
合
理
化
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

　
他
産
業
よ
り
給
与
が
低
い
と
い
っ
た
林
業
労
働
者
の

処
遇
改
善
に
は
、
事
業
主
の
収
益
の
改
善
が
重
要
で
あ

り
、
基
本
方
針
に
お
い
て
も
事
業
の
合
理
化
の
取
組
を

労
働
力
確
保
に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
変
更
で
は
、
生
産
性
の
向
上
の
取
組
と
し
て
、

複
数
の
作
業
や
作
業
工
程
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
る
こ
と
と
し
て
多
能
工
化
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
掲
げ
た
、
伐
採

か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
可

能
と
す
る
「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
基
本

方
針
に
お
い
て
も
項
目
を
設
け
、「
新
し
い
林
業
」
の
実

現
に
必
要
な
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
植
栽
、
伐
採
と
造

林
の
一
貫
作
業
等
の
新
た
な
造
林
技
術
に
関
す
る
知
識

を
持
つ
造
林
手
や
、
レ
ー
ザ
測
量
・Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
高
度
な
森
林
資
源
情
報
等
の
把
握
・
活
用
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
流
通
管
理
等
の
効
率
化
と
い
っ
た

ス
マ
ー
ト
林
業
等
の
技
術
の
活
用
に
必
要
な
知
識
や
技

術
、
技
能
を
持
つ
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
の
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
図
９
）。

4.2
　
そ
の
他
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
重
要

事
項

　
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
そ
の
他
の
重
要

事
項
と
し
て
、
新
た
な
基
本
方
針
で
は
、
多
様
な
担
い
手

の
確
保
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
関
し
て
新
し
く
項
目
を

設
け
て
い
ま
す
。

（
１
）　
地
域
課
題
に
対
応
し
た
多
様
な
担
い
手
の
確
保

　
近
年
、
従
来
の
事
業
主
に
よ
る
労
働
力
の
確
保
に
加

え
、
製
材
工
場
や
木
材
市
場
等
に
よ
る
林
業
へ
の
新
規

参
入
や
林
業
事
業
体
で
一
定
の
経
験
を
持
つ
林
業
労
働

者
に
よ
る
起
業
の
ほ
か
、
地
域
の
林
業
経
営
の
担
い
手

の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
自
伐
型
林
業
や
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
枠
組
み
を
活
用
し
た
取
組
、

地
域
間
の
連
携
等
に
よ
る
林
業
労
働
力
の
確
保
の
動
き

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
再
造
林
の
推
進
等
の
地
域
課
題

へ
の
対
応
、
ま
た
、
林
業
労
働
者
の
裾
野
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
事
業
量
の
変
動
に
も
対
応
し
た
林
業
労
働
力
の

確
保
や
地
域
林
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
担
い
手
の
確
保
に
向

け
た
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）　
外
国
人
材
の
適
正
な
受
入
れ

　
林
業
分
野
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
は
少
な
い
状
況

に
あ
る
も
の
の
、
地
域
に
お
け
る
林
業
労
働
力
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
一
部
の
地
域
や
経
営
体
か
ら
は
外
国
人

材
の
受
入
れ
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
基
本
方
針
に
お
い
て
、
既
に
林
業
の
現
場
で
働

く
技
能
実
習
生
の
雇
用
環
境
の
改
善
の
徹
底
を
図
る
こ

と
と
併
せ
、
国
内
の
人
材
確
保
の
取
組
を
行
っ
た
上
で

な
お
不
足
す
る
労
働
力
の
確
保
に
向
け
て
、
特
定
技
能

制
度
に
基
づ
く
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て
検
討
す

る
旨
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
両
審
議

会
及
び
パ
ブ
コ
メ
で
も
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
外
国
人
材
の
受
入
れ
の
記
述
を
評
価
す
る
意
見
の

ほ
か
、
受
入
れ
に
あ
た
っ
て
の
安
全
面
で
の
課
題
や
国

内
に
お
け
る
林
業
労
働
者
の
就
業
環
境
の
改
善
を
優
先

す
べ
き
と
の
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５
．
終
わ
り
に

　
今
回
の
基
本
方
針
の
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
林
政
審
議

会
及
び
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
、
各
々
３
回
の
審
議

を
経
て
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
方
針
の

変
更
案
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、

広
く
一
般
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
回
変
更
を
行
っ
た
新
た
な
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

林
野
庁
と
し
て
は
、
都
道
府
県
や
林
業
関
係
団
体
等
の
関

係
者
と
の
連
携
に
よ
り
林
業
の
現
場
で
働
く
方
々
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
働
け
る
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の
推
進
・

各
種
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
経
営
体
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
回
の
新
た
な
基
本
方

針
を
踏
ま
え
た
雇
用
改
善
の
取
組
や
事
業
の
合
理
化
の
取

組
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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